
令和８年３月１７日 

 

 

本学は、本学が推進する「月を目指す研究」の取り組みを学内外へ広く発信し、多分野を横断した

宇宙研究の発展につなげることを目的として、「鳥取大学宇宙シンポジウム ～月を目指して～」 を

下記のとおり開催します。 

本学ではこれまで、月面探査ロボットの移動機構、大気圏突入機の減速技術、月面農業（レゴリス

を活用した作物栽培）など、月面をフィールドとした研究を多角的に推進してきました。 

こうした取り組みをさらに拡大させ、将来的な宇宙プロジェクト創出につなげるべく、本シンポジ

ウムを開催いたします。 

特別講演には、JAXA宇宙科学研究所の春山純一 氏を迎え、月の科学、探査の現状、縦孔・地下

空洞探査など、最新の知見をご紹介いただきます。 

また、本学教員による研究発表や、学生によるローバープロジェクトの活動報告も行うほか、JAX

A名誉教授で「はやぶさカプセル」の開発主導者である稲谷芳文 氏も登壇し、春山氏とともに講評

を行います。 

報道機関の皆様におかれましては、ぜひとも取材いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１． 日  時  令和８年３月２７日（金）１４：００～１７：００ 

 

２．場  所  鳥取大学工学部 31番講義室 

（〒680-8550 鳥取市湖山町南4丁目101） 

３．内  容  

    

【JAXA宇宙科学研究所の春山純一 氏による講演】（14：00～） 

月面とは～月の科学と月を目指す意義～ 

１５：３０～   本学の取組紹介 

辻田 勝吉 (工学部教授) 月探査ロボットの移動機構 

葛山 浩 (工学部教授) 大気圏突入機の革新的減速技術 

岡 真理子 (農学部教授) 月面でのレゴリスを活用したカロリー作物 サツマイモ 

の栽培に関する基礎的研究 

檜山 武史 (医学部教授) 月面長期滞在の生理学 

学生ローバープロジェクト ローバーチャレンジに参加して 

16:30～   講評 

 

＜取材申込について＞ 

鳥取大学広報・基金室(総務企画部総務企画課広報企画係)  

TEL :0857-31-5550   

FAX：0857-31-5018   

Email: toridai-kouhou＠ml.adm.tottori-u.ac.jp 

「鳥取大学宇宙シンポジウム ～月を目指して～」 の開催について 

PRESS RELEASE 



鳥取大学宇宙シンポジウム

～月を目指して～

問い合わせ 鳥取大学経営戦略本部（担当：古賀）
TEL 0857-31-6745
mail ma-seisaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp

日時 令和8年3月27日（金）

14:00～17:00

会場 鳥取大学工学部31番講義室

14：00 講演
月面とは～月の科学と月を目指す意義～
春山 純一 氏（JAXA宇宙科学研究所）

15:30 鳥取大学の取組紹介
辻田 勝吉 （工学部教授） 月探査ロボットの移動機構

葛山 浩 （工学部教授） 大気圏突入機の革新的減速技術

岡 真理子 （農学部教授） 月面でのレゴリスを活用したカロリー作物サツマ
イモの栽培に関する基礎的研究

檜山 武史 （医学部教授） 月面長期滞在の生理学

学生ローバープロジェクト ローバーチャレンジに参加して

16：40 講評
稲谷 芳文 氏
（JAXA名誉教授・宇宙旅客輸送推進協議会・代表理事）
春山 純一 氏
（JAXA宇宙科学研究所）

※米子地区および学外一般の方にはZoom配信も行います

稲谷 芳文 氏

春山 純一 氏

▲参加申し込みはこちら
締切：3月23日（月）
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